




















要約:遺伝問題への対応と、その倫理的根拠を明らかにするため、20 の設問とそれへの対

応を数種あらかじめ用意したアンケートを作製し、回答者にそのいずれかを選択するか、

独自の対応の記載を求め、その選択の倫理的理由を、回答者の自由な表現によって記入を

求めた。これを倫理的原則によって比較するためのコンピューター処理のためにコードの

作製を行った。設問と対応も、倫理原則との関係を示しうるよう調整し、500 名を対象に

調査を開始した。 


